
建
畠
君
の
性
質
は
氏
の
製
作
に
も
現
は
れ
て
居
る
通
り
至
極
溜
岸
篤
宜
の
好

人
物
で
あ
る
。
二
霞
藝
術
家
と
云
ふ
も
の
は
と
か
く
粗
暴
に
流
れ
易
い
も
の

で
あ
る
が
、
氏
は
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
の
な
い
ご
く
圃
満
の
人
で
あ
る
。
建

畠
君
の
秀
オ
で
あ
る
こ
と
は
學
校
時
代
か
ら
文
展
に
製
作
を
出
し
て
常
に
優

賞
を
と
つ
て
居
ら
れ
た
の
に
徽
し
て
も
知
れ
る
。
そ
の
営
時
美
術
學
校
に
は

秀
才
優
待
の
意
味
か
ら
正
規
の
年
限
は
五
ヶ
年
で
も
秀
オ
と
認
め
れ
ば
一
年〔彫

或
は
二
年
も
一
足
飛
び
に
あ
げ
ら
れ
る
規
則
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
規
則
を
彫

対

科

〕

〔

適

〕

塑
科
に
於
て
最
初
に
摘
用
さ
れ
た
の
は
建
畠
君
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
同
氏
は

た
し
か
皆
よ
り
一
年
早
く
學
校
を
出
ら
れ
た
と
思
っ
て
居
る
。
建
畠
君
の
學

校
へ
入
學
し
た
営
時
建
畠
君
に
就
い
て
評
判
の
面
白
い
話
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
嘗
時
の
彫
塑
科
の
主
任
数
授
の
白
井
雨
山
氏
が
よ
く
學
生
の
居
る
慮
に
来

ら
れ
る
と
、
此
度
建
畠
と
云
ふ
大
愛
上
手
な
人
が
来
た
か
ら
ぐ
づ
／
＼
し
て

居
る
と
追
ひ
越
さ
れ
て
し
ま
ふ
ぞ
と
云
は
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
皆
は
ど
ん
な

上
手
な
人
か
と
思
っ
て
見
に
行
く
と
成
程
上
手
な
の
で
感
心
し
た
。
そ
の
白

井
先
生
の
言
葉
通
り
建
畠
君
は
づ
ん
人
＼
他
を
追
ひ
越
し
て
年
々
優
秀
な
作

品
を
見
せ
て
く
れ
る
の
は
誠
に
喜
ば
し
く
思
ふ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
建
晶
は
秀
オ
に
し
て
湿
厚
篤
実
、
よ
く
子
供
を
題
材
に
し
て
快

い
作
品
を
作
り
、
金
儲
け
が
拙
く
（
前
掲
書
）
、

俳
句
を
趣
味
と
す
る
よ
う
な

人
だ
っ
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
に
も
時
々
そ
の
俳
句
が
載
っ
て

十
二
月
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

川
確
治
（
明
治
三
十
八
年
卒
）
は
東
京
美
術
学
校
彫
刻
研
究
科
在
学
中
の
頃
、

彼
と
相
知
っ
た
が
、
「
建
畠
大
夢
氏
」
（
『中
央
美
術
』
第
三
巻
第
十
二
号
。
大
正
六
年

の
中
に

い
る
。
な
お
、
彼
は
か
つ
て
北
村
西
望
と
と
も
に
、
白
井
雨
山
の
家
の
離
れ
を

借
り
て
自
炊
生
活
を
し
な
が
ら
美
術
学
校
へ
通
っ
た
と
い
う
（
「苦
闘
の
人
横
江

君
」
建
晶
大
夢
『
中
央
美
術
』
第
十
四
巻
第
一
号
。
昭
和
一――
年
一
月
）
。

教
授
時
代
に
つ
い
て
は
建
畠
覚
造
が
『
建
畠
大
夢
』
（
昭
和
十
八
年
）

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

大
正
九
年
二
月
、
東
京
美
術
學
校
赦
授
に
な
っ
た
。
そ
し
て
木
彫
部
の
生

徒
ら
が
、
む
か
し
乍
ら
の
板
彫
の
お
手
本
に
興
味
な
く
廉
ら
ぬ
も
の
あ
る
を

見
て
、
モ
デ
ル
を
使
は
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
ど
、
後
に
来
る
も
の
ら
の

為
め
に
教
授
上
の
革
新
を
叫
ん
だ
。
ま
た
塑
造
部
の
生
徒
の
習
作
に
封
つ
て

『
よ
く
モ
デ
ル
を
見
よ
』
『
こ
ん
な
足
で
歩
け
る
か
』
と
、
無
遠
慮
に
指
導

し
た
〔
。
〕
こ
の
簡
箪
に
し
て
、
し
か
も
含
蓄
あ
る
言
葉
は
、
よ
く
物
の
要

黙
を
衝
い
て
を
り
、
生
徒
問
に
敬
慕
さ
れ
て
、
教
授
中
で
一
番
人
氣
が
あ

り
、
萬
年
宵
鉢
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
奉
ら
れ
た
。

④

日
本
画
科
生
徒
の
要
求

大
正
九
年
四
月
末
五
月
初
の
「
諸
新
聞
切
抜
」
（
本
学
附
属
図
書
館
蔵
）
を

見
る
と
、
日
本
画
科
一
年
生
に
よ
る
教
育
法
改
革
要
求
に
関
す
る
記
事
が
散
見

す
る
。
外
に
記
録
資
料
が
現
存
し
な
い
た
め
、

詳
細
な
経
緯
は
不
明
で
あ
る

が
、
生
徒
の
活
動
の
一
端
を
窺
う
に
足
る
出
来
事
な
の
で
、
上
記
の
新
聞
記
事

を
抜
粋
し
て
お
く
。

東
京
美
術
學
校
生
徒
の
試
験
撤
啜
運
動

〔焔〕

日
本
壷
科
が
先
づ
鋒
火
を
畢
げ
て
五
箇
條
の
要
求
を
提
出
し
た
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五
、
圏
案
法
麿
止

之
に
就
ぎ
一
教
授
は
語
る
「
此
要
求
は
特
に
技
術
學
校
と
し
て
は
嘗
然
で
決

し
て
無
理
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
而
し
斯
＜
學
生
側
が
不
穏
の
皐
に
出
る
の
は

〔
マ
マ

〕

全
く
學
校
と
し
て
は
困
る
の
で
す
唯
此
要
求
を
容
れ
る
と
か
容
れ
ら
れ
る

と
か
は
學
生
の
態
度
一
に
あ
る
事
で
此
要
求
は
日
本
蓋
の
み
で
な
く
各
學
科

を
通
じ
て
近
く
宜
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
4
思
ひ
ま
す

殊
に
第
四
項
に
就
て
は
前
校
長
が
率
先
し
て
質
行
し
や
う
と
迄
論
ぜ
ら
れ
た

こ
と
で
す
、
叉
試
験
撤
限
も
豫
て
行
っ
た
所
が
あ
る
の
で
す
か
ら
必
ず
近
い

中
に
宜
行
し
や
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
」
云
々
（
東
京
電
話
）

美
術
學
校
生
の
希
笙
容
れ
ら
れ
る

結
城
素
明
蜜
伯
の
訓
示
に
學
生
満
足
し
て
問
題
解
決

〔大
正
九
年
五
月
一
日
東
京
日
日
新
聞
〕

〔五

・
一
東
日
〕
昨
記
東
京
美
術
學
校
日
本
霊
科
學
生
の
學
科
目
、
其
他
改

造
要
求
に
射
し
昨
日
午
前
十
一
時
よ
り
教
授
結
城
素
明
氏
は
右
學
生
を
一
堂

と

豫
て
試
験
撤
廃
と
學
科
目
の
改
造
を
叫
び
つ
A
あ
っ
た
東
京
美
術
學
校
學
生

は
先
づ
日
本
寵
學
生
に
依
り
其
火
蓋
を
切
り
同
部
學
生
百
八
十
名
は
二
十
八

日
午
後
の
放
課
時
間
を
期
し
て
数
室
に
集
合
し
協
議
を
凝
ら
し
た
結
果
要
求

事
項一

、
試
験
を
撤
撥
す
る
こ
と

二
、
質
習
時
間
の
増
加

三
、
第
二
學
科
の
時
間
減
少

四
、

一
年
毎
に
學
生
の
霊
を
提
出
し
其
質
力
に
依
つ
て
卒
業
を
早
む
る
こ

（
大
正
九
年
四
月
――
―
十
日

『大
正
日
日
新
聞
』）

こ
。

f
 に

集
め
、

「
學
生
が
提
出
の
五
箇
條
の
問
題
は
四
五
年
前
か
ら
正
木
〔
直

彦
〕
校
長
の
希
望
に
て
既
に
原
案
の
起
草
成
り
目
下
校
長
の
手
元
に
あ
る
も

の
と
同
趣
旨
な
れ
ば
、
臆
て
今
回
の
學
生
の
希
羞
と
一
致
質
現
す
る
期
あ

り
。
暫
ら
く
機
を
待
っ
べ
し
」
と
懇
に
訓
示
し
た
の
で
學
生
等
も
旨
を
領
し

散
會
し
こ
れ
に
て
解
決
を
見
た
。
結
城
素
明
聾
伯
は
語
る
「
全
く
正
木
校
長

の
希
婆
と
今
度
の
問
題
は
一
致
し
て
ゐ
る
。
右
希
羞
提
出
者
は
主
に
一
年
の

學
生
で
あ
っ
た
か
ら
學
校
の
素
志
を
了
解
せ
な
ん
だ
為
め
で
、
右
の
旨
を
話

し
た
ら
何
れ
も
滴
足
し
た
。
前
述
の
原
案
が
質
施
の
日
は
學
年
制
か
ら
宜
技

本
位
制
に
な
る
筈
で
あ
る
」
云
々

猶
咋
日
同
校
に
於
て
川
合
玉
堂
壷
伯
が
學
生
に
到
し
新
學
期
の
訓
示
を
し

た
為
め
に
學
生
提
出
の
五
箇
條
を
玉
堂
氏
が
許
容
訓
示
し
た
如
く
偉
へ
ら
れ

た
が
夫
れ
は
誤
解
に
過
ぎ
ぬ
。

（『
新
聞
楳
録
大
正
史
』
第
八
巻
、
昭
和
五
十
＝
―
-年
、
大
正
出
版
K
•
K

)

⑤

製
版
科
、
臨
時
写
真
科
、
彫
刻
科
牙
彫
部
の
生
徒
募
集
停
止

製
版
科
と
臨
時
写
真
科
は
芝
浦
に
設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
高
等
工
芸

学
校
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
本
年
か
ら
生
徒
募
集
が
停
止
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
臨
時
写
真
科
の
方
は
移
転
に
関
し
て
「

一
種
の

ト
ラ
プ
ル
」
が

起
こ
り
（
鎌
田
弥
寿
治

『
日
本
写
真
教
育
史
』
昭
和
五
十
年
、
東
京
写
真
大
学
短
期
大

学
部
出
版
部
）
、
移
転
が
延
び
た
た
め
、
大
正
十
一
年
か
ら
募
集
が
再
開
さ
れ

牙
彫
部
は
本
書
第
二
巻

(786
頁
）
に
記
し
た
よ
う
に
大
正
六
年
か
ら
専
門
教

育
を
停
止
し
、
全
く
有
名
無
実
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
本
年
度
か
ら
は
生
徒
募

集
も
打
ち
切
っ
た
。
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